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Although the 2025/26 winter season in Hokkaido, Japan, was generally characterized by below-normal snowfall, 

localized heavy snowfall events occurred in Kitami, Sapporo, and southern Tokachi. This study compares snowpack 

stratigraphy observed immediately after these events. In Kitami, mid-December snowfall produced the seasonal 

maximum snow depth, representing a very rare early-season heavy snowfall type. Nakasatsunai showed a similar 

accumulation pattern, with an additional temporary increase in early March. In contrast, Sapporo experienced event-type 

snow accumulation in late January, distinct from the 2021/22 winter season. 

 

１．はじめに 

 2025/26 年冬期の北海道は，全般には少雪傾向

で推移した．一方，北見などオホーツク海側 1)，

札幌 2)，3)および十勝南部 4)では局地的な大雪が発

生し，地域によって異なる積雪形成過程がみられ

た．筆者らは，2025 年 12月の北見，2026 年 1 月

の札幌，2026 年 3 月の中札内において，大雪直

後の積雪断面観測を実施した．これらは積雪初期，

積雪中期および融雪期に発生した大雪事例であ

り，同一冬期内における積雪構造や積雪形成過程

の地域差を比較することができる貴重な観測事

例となった．本稿では，各地の積雪断面観測結果

を紹介するとともに，2025/26 年冬期の積雪形成

過程の特徴について考察する． 

 

２．観測方法 

 積雪断面観測は，北見工業大学（2025 年 12 月

15 日），札幌市東区モエレ沼公園（2026 年 1 月 27

日）および中札内村（2026 年 3 月 8 日）で実施

した．各地では積雪深，雪質・粒径，密度，硬度

および積雪水量を観測した．また，気象庁公開デ

ータを用いて，各事例の気象状況も考察した 5)． 

 

３．観測結果 

３．１ 2025年 12月北見の大雪 

 2025 年 12 月 15 日，低気圧の通過に伴い北海

道内の広い範囲で降雪が強まり，各地で大雪とな

った（札幌管区気象台，2025）1)．なかでもオホ

ーツク海側では降雪が顕著であり，北見では短期

間に積雪深が大きく増加した．観測時の積雪深は

71 cm であり，これは 2025/26 年冬期における最

深積雪となった．同日午後に実施した積雪断面観

測では，大雪によって形成された高密度の降雪層

が明瞭に認められた（図 1）3)．当日の雪水比（日

単位）は 0.72 cm/mm であり，比較的密度の高い

降雪であった．その後の継続観測では，低温環境

下で変態が進行し，シーズン後半には霜系の雪質

が発達した（図 2）．過去シーズンと比較する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 北見工業大学における積雪断面観測結果 

（2025年 12月 15日）．矢印は大雪時の増分． 
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図 2 2025/26 年冬期における北見工業大学の積雪断面変化図． 

 

と，12 月中旬の大雪がそのままシーズン最深積

雪となる事例は極めて珍しい．2025/26 年冬期は，

伊藤（1983）における「初期大雪型」6)と呼ぶべ

き特徴的な積雪経過を示した． 

３．２ 2026年 1月札幌の大雪 

 2026 年 1 月 24～25 日にかけて，札幌では 24

時間降雪量 54 cm を観測した．この大雪は，日本

海上の小低気圧と寒気の影響により形成された

石狩湾収束帯によってもたらされたと考えられ

ている（札幌管区気象台，2026）2)． 

 1 月 27 日に実施した積雪断面観測では，既存

積雪上に約 50 cm の降雪層が形成され，積雪深は

103 cm に達していた（図 3）3)．新たな降雪層は

比較的密度が高く，図中 a，b の層には霰を含ん

でいる．このことは，短時間にまとまった降雪が

あったことを示している． 

2021/22 年冬期（今回同様に札幌が大雪だった

シーズン）7)との比較では，両冬期とも 100 cm を

超える積雪となったものの，積雪形成過程は大き

く異なっていた．2021/22 年冬期は平年を上回る

積雪状態が長期間継続したが，2025/26 年冬期は

少雪傾向の中で短期間に積雪が急増する特徴を

示していた． 

 

３．３ 2026年 3月十勝南部の大雪 

 2026 年 3 月上旬，十勝南部では局地的な大雪

が発生し，中札内でも積雪深が急増した（釧路地

方気象台，2026）4)．3 月 8 日に実施した積雪断

面観測では，積雪深 78 cm を記録した（図 4）． 

 積雪断面観測では，上部に 3 月上旬の大雪に

よって形成された新たな降雪層が認められたも

のの，積雪全体の構造は北見の事例とよく類似

していた．中札内においても，積雪構造および

冬期を通じた積雪形成過程は北見と類似してお 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 札幌市東区モエレ沼公園における積雪断

面観測結果（2026 年 1 月 27 日）．矢印は  

大雪時の増分；a および b は霰を含む層． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 中札内における積雪断面観測結果（2026 年

3 月 8 日）．矢印は大雪時の増分． 
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図 5 札幌における日最深積雪の推移（図中の 

青線は平年値を示す）．a；2021/22 年冬期，

b: 2025/26 年冬期． 

 

り，本質的には初期大雪型であったと考えられる．

ただし，3 月上旬に十勝南部を中心とした局地的

大雪が発生したため，積雪深は一時的に増加した． 

 

４．考察 

 2025/26 年冬期は，全道的には少雪傾向で推移

したものの，地域によって特徴の異なる大雪イベ

ントが発生した． 

北見では，12 月 15 日の大雪がそのままシーズ

ン最深積雪となった．このような積雪初期の大雪

が最深積雪となる事例は近年では極めて珍しく，

本冬期は特徴的な「初期大雪型」の積雪形成過程

を示した．中札内も，積雪構造および冬期を通じ

た積雪形成過程は北見と類似し，本質的には初期

大雪型であったと考えられる．一方，3 月上旬に

十勝南部を中心とした局地的大雪が発生し，積雪

深は一時的に増加した．しかし冬期を通じた積雪

形成過程は北見同様，初期大雪型であったと考え

られる． 

これに対し札幌では，1 月下旬の大雪によって

既存積雪上に厚い降雪層が形成された．2021/22

年冬期との比較からも，2025/26 年冬期は平年を

上回る積雪状態が長期間継続したのではなく，短

期間に積雪が集中するイベント型の積雪形成過

程を示していたことが分かった（図 5）7)． 

 以上より，同じ 2025/26 年冬期であっても，道

東内陸部では初期大雪型，札幌ではイベント型大

雪という異なる積雪形成過程が認められた． 

５．まとめ 

 2025/26 年冬期は全道的には少雪傾向であった

ものの，地域ごとに異なる積雪形成過程がみられ

たことが，本研究の積雪断面観測から明らかとな

った。北見では 12 月中旬の大雪がシーズン最深

積雪となる極めて珍しい初期大雪型の積雪形成

過程を示した．中札内も基本的には同様の積雪形

成過程をたどったが，3 月上旬の局地的大雪によ

って積雪深が一時的に増加した．一方，札幌では

1 月下旬の大雪によって積雪が急増するイベン

ト型大雪の特徴が認められた． 
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